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 研修コース：持続可能な森林経営のための政策立案

能力の強化

 来日年度：2024年

 所属先：コートジボワール森林開発公社

 研修受託機関：公益財団法人国際緑化推進センター

来日前 森と地域を守る道を求めて
JICA研修に参加する前、私は水・森林省傘下の森林開発公社において、森林管理ユ

ニット長として、コートジボワールにおける森林減少、生態系の劣化、そしてエコ

ツーリズムの発展不足といった課題に直面していました。日本の持続可能な森林管理

の実践を学び、地域コミュニティが生物多様性を守りながら、観光によって持続的な

収入を得る方法を理解したいという強い想いを持ち、研修へ応募しました。

研修中 日本の小さな村と他国の研修員から得た学び
JICA研修で学んだ知識のうち、とくに山梨小菅村の訪問に大きな刺激を受けました。

地域住民が森林と地域文化を守りながらエコツーリズムを発展させている姿を直接見

ることができたからです。また、他国からの参加者との交流を通じて、コミュニティ

主体の持続可能な観光について知識を共同で創り上げる経験も得られました。これら

の学びは、日本とコートジボワールの協力をより強めるとともに、私が自国でこれら

のアプローチを実践する大きなインスピレーションとなったのです。

帰国後 広がる、コートジボワールでの実践と地域の輪
JICA研修の後、私はコートジボワールにおいて、持続可能

な森林管理とコミュニティ主体のエコツーリズムの推進に

取り組んでいます。小菅村で得た学びに触発され、生物多

様性保全、文化の継承、観光開発に地域住民が積極的に関

わる体制づくりを進めています。こうした取り組みが評価

され、コートジボワール共和国大統領主催の「水と森林部

門における最優秀技術官賞2025（第3位）」を受賞しまし

た。この受賞は、私が研修で得た知識と経験を広く共有す

るうえでの大きな信頼と励みとなっています。

Mr. SORO Karna Bakary
ソロ・カルナ・バカリーさん

水と森林部門における最優秀技術官

賞2025で、表彰を受けるSoroさん

コートジボワール 

キーワード：森林管理、エコツーリズム、山村
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 研修コース：民主国家におけるメディアの役割

 来日年度：2022年

 所属先：南スーダン記者連合

 研修受託機関：NHK財団

来日前 南スーダンの未来へつなぐ一歩
南スーダンはこれまで選挙を経験したことがなく、民主的プロセスへの理解が十分ではな

い点が大きな課題となっています。記者連合の事務総長としてジャーナリストの教育に携

わる中で、民主国家におけるメディアの役割を学ぶ必要性を強く感じ、日本でのJICA研

修に参加しました。また、日本が地震や戦争など数々の困難を乗り越えて発展してきた歩

みにも関心がありました。

研修中 技術に感動 人に感銘

NHK横浜の高度な設備や技術力、さらには過去映

像の保存とAIによるカラー化技術には深い感銘を

受けました。JCOMが地域へ迅速に情報を届ける

仕組みは、南スーダンでも十分に応用できると感じ

ました。また、駅で困っていた際に、切符の購入か

ら案内まで丁寧に助けてくれた日本人女性の行動に

心を打たれ、日本人が大切にするホスピタリティや

助け合いの精神の尊さを強く実感しました。Mr. Majak Kuany Alier
マジャク・クアニィ・アリエルさん

NHKワールドのスタジオ見学をしている

様子

帰国後 学びを力に 国のメディアを動かす
日本での学びを生かし、2023〜2024年に南スーダンで

200名以上の記者研修を実施し、会員1,000名を超える記

者連合の能力強化を主導しました。また、1対1のメンター

シップ制度も立ち上げ、継続的な人材育成体制を整備。加え

て、全国10州と3行政区で研修を展開し、持続的な知識移

転の基盤を築きました。さらに複数の中学校でプレスクラブ

を設立して学生のメディアリテラシー向上を促進しています。
UNWomen主催の憲法作成

プロセスにおける女性記者の

役割に係る研修で話す様子

キーワード：メディア
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研修を実施するKarnaさん


